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１．昨年度の調査結果

秋田市公用車を対象とした調査により、一定の条件のもとで、可視化、最適化を仮想的に実施したところ、未使用車両

の顕在化と削減ポテンシャルを確認。

２０１６年に山王地区の官民カーシェアリング事業開始を目指した検討を開始することを提案。

運行実績情報のデータ化

車両台数の削減ポテン
シャルの定量化

削減可能コストの推計

運行実績データの
可視化・最適化

調
査
・分
析
・評
価

 可視化により、約1～2割程度の終日未使
用車両が顕在化

 最適化により、さらに約2割程度の使用不
要車両が顕在化

削減ポテンシャルが全車両台数の約3割程
度見出され、
一部売却による資産コストの低減
残車両のリースバックによるランニングコスト
の低減
による削減可能コストが導出・顕在化

調
査
・分
析
・評
価

2013年
庁内調整
周辺企業との調整
？

2014年
最適車数詳細調査
リースバック導入
？

2015年
庁内ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ移行
EV順次導入
？

2016年
山王地区
官民ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ
事業開始

2012年
公用車使用状況
調査

※ 調査結果での提案スケジュール

※ 調査概要
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２．「山王地区官民カーシェアリング」の課題

昨年度の調査結果において提案を受けた「山王地区官民カーシェアリング」について、次のような課題ある。

(1) 公用車の維持管理、運用の実態などを踏まえ、より実態に即した効果検証

(2) 冬季の運用のあり方

(3) モビリティの低炭素化に向けた意識の醸成

前記の課題(1)、(2)について、庁内における研究を進める一方で、その前提となる(3)低炭素モビリティの必要性の共有を図る必要がある。

転換

【 現 状 】
　事業者、市民ともに個別に自動車を購入し、自転車や

公共交通機関など、低炭素に資する移動手段より
も、利便性の高い自己所有車両を活用している。

【 将 来 】
　安易に自動車に頼るライフスタイル・ワークスタイ

ルから転換し、低炭素な地域社会を構築する。

　自動車シェアとの組み合わせとして、①公共交通機関
の活用、②自転車の活用、③相乗りなどが考えられる。

実現のために

市民や事業者を巻き込んだ施策に先立ち、市職員が率先して意識・行動の転換を図る必要がある。
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３．今後の取組方針(案)

昨年度の調査によって得られた知見やこれまでの取組状況を踏まえ、低炭素モビリティへの意識の醸成

を図るために、市職員の意識・行動転換に向けた取組を推進する。

自宅

市役所
（多数派）約２／３
「過度な依存から
の転換」に必要性
を感じない。
（車が当たり前、ラ
ク、代替手段を知
らない…）

（少数派）約１／３
「賢いクルマの使い方」
で得られるもの。
・環境対策（CO2削減）
・経済メリット
・健康増進
・地域社会の活性化

意識/行動

転換を促す

効果的な実行に向けた方針の研究

１ 庁内における課題（アンケート等）

２ エコ通勤の改善実施

３ 以下の取組の研究

(例)カーシェア、サイクルシェア、相乗り、
代替手段の情報提供方策など

【市役所】


